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﹇
作
成
﹈ 

令
和
2
年
4
月

無
形
民
俗
文
化
財
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
へ
の

誇
り
や
愛
着
を
育
む
貴
重
な
文
化
財
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
い
て
人
々
の
自
発
的
な
活
動
に

支
え
ら
れ
、
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ッ
プ
で
は
、
金
沢
市
で
活
動
を
続
け
る
無

形
民
俗
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

金
沢
市
無
形
民
俗
文
化
財
マ
ッ
プ

二
俣
町
は
、
古
く
か
ら
紙
す
き

の
里
と
し
て
、
ま
た
蓮
如
上
人

ゆ
か
り
の
本
泉
寺
の
所
在
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
現

行
の
踊
り
は
、
男
踊
り
の
鈴
躍

り
・
太
刀
踊
り
・
笠
踊
り
、
女
踊

り
の
手
踊
り
・
扇
踊
り
・
か
ら
か
さ
踊
り
の
６

種
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
扮
装
が
異
な
り
ま
す
。
男
踊
り
は
勇
壮
で

変
化
に
富
み
、
女
踊

り
は
し
な
や
か
で

優
雅
で
す
。
6
つ
の
踊
り
が
一
つ
の
大
き
な
輪

と
な
り
、
医
王
山
麓
で
歌
わ
れ
て

き
た
イ
ヤ
サ
カ
節
で
歌
わ
れ

る
歌
詞
と
調
和
し
て
、
医
王

山
麓
を
代
表
す
る
古
い
盆

踊
り
と
し
て
、
地
方
的

特
色
を
有
す
る
民
俗

芸
能
と
し
て
重
要
な
も

の
で
す
。

勇
壮
な
男
踊
り
と
し
な
や
か
で
優
雅
な
女
踊
り

金
沢
市

二
俣
い
や
さ
か
踊
り

石
川
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

1
M

AP

金
沢
の
獅
子
舞
は
「
殺
し
獅
子
」
と
呼
ば
れ
、
豪
華
で
大
き
な
獅
子

頭
と
、
三
味
線
、
笛
、
太
鼓
の
囃
子
方
が
す
べ
て

中
へ
入
っ
て
し
ま
う
大
き
な
蚊
帳
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
獅
子
頭
に
対
し
て
演
技
す
る
棒

振
り
は
、
武
術
の
技
を
取
り
入
れ
て
、
主
に
木

製
で
作
ら
れ
た
棒
、
太
刀
な
ど
の
武
具

を
も
っ
て
最
後
に
獅
子
を
討
ち
と

る
と
こ
ろ
が
大
き
な
特
徴
と

な
っ
て
い
ま
す
。
お
祭
り
で
の

獅
子
舞
は
、
日
頃
鍛
え
た
技

を
み
ん
な
の
前
で
発
揮
す

る
晴
れ
の
舞
台
で
あ
り
、こ

れ
に
声
援
を
お
く
る
観
衆

が
一
体
と
な
っ
て
獅
子
舞
は

活
気
を
帯
び
ま
す
。
獅
子
舞

は
、
庶
民
の
手
に
な
る
誇
る
べ

き

郷

土

芸

能
と
し
て
、
今
も

人
々
の
中
に
い
き
づ
い
て
い
ま
す
。

「
殺
し
獅
子
」
と
大
き
な
獅
子
頭
・
蚊
帳
が
特
徴

加
賀
獅
子

金
沢
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

5
M

AP

金
沢
市
内

昭
和
40
年
11
月
3
日

所
在
地

指
定

さ
か
た
お
ど
り
は
、
昭
和
20

年
頃
ま
で
は
河
北
潟
南

部
一
円
に
広
く
踊
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
現
在
は
八
田
町
だ

け
に
受
け
継
が
れ
、
８
月
の
旧
盆

に
踊
ら
れ
て
い
ま
す
。
踊
り
の

種
類
が
多
く
、
さ
か
た
、
ほ

ん
が
や
り
、こ
っ
さ
い
な
な
ど

12
種
類
の
踊
り
が
あ
り
ま
す
が
、

往
時
は
17
種
類
に
及
ん
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
衣
装
は

浴
衣
姿
に
、
鈴
付
き
の
手
甲
を

つ
け
、
紅
白
の
た
ぐ
り
を
腰
に
下
げ
ま

す
。
縁
を
編
ま
な
い
編
笠
に
、
蓮
の
花
、
蝶
の
た
わ
む
れ
る
様
を
あ
し
ら
っ
た
か

ざ
り
を
つ
け
、
笠
、
杓
子
を
持
っ
て
軽
快
に
踊
り
ま
す
。
音
頭
と
り
は
数
名
が

交
互
に
う
た
い
ま
す
。
踊
り
子
が
「
ヨ
ー
イ
ヤ
サ
ッ
サ
」
な
ど
と
あ
い
の
手
を
入

れ
、
唄
手
、
踊
り
子
が
一
体
と
な
っ
て
踊
り
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
段
物

「
門
出
八
島
」「
目
蓮
尊
者
の
地
獄
巡
り
」が
主
に
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

蓮
花
に
蝶
の
た
わ
む
れ
る
様
を
あ
し
ら
っ
た
編
笠
が
特
徴

さ
か
た
お
ど
り

金
沢
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

6
M

AP

金
沢
市
八
田
町

昭
和
49
年
3
月
1
日

所
在
地

指
定

江
戸
時
代
の
加
賀
藩
の
参
勤
交
代
を
彷
彿
と
さ
せ
る

奴
行
列
は
、
少
な
く
と
も
明
治
20
年
に
は
大
野
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
粟
崎
・
大
浦
・
大
野
・
金
石
・
北
間
・
五
郎
島
・

近
岡
・
戸
水
・
東
蚊
爪
の
大
野
川
流
域
9
地
域
で
保
存
継
承
さ
れ
て
い
ま

す
。（
地
域
に
よ
り
、
編
成
や
道
具
、
化
粧
な
ど
が
異
な
り
ま
す
）
奴
行
列

は
、
基
本
的
に

は
神
輿
行
列
に

供
奉
し
、
神
主
や
神
輿

の
先
導
役
を
担
う
民
俗
芸
能

で
す
。
江
戸
時
代
の
加
賀
藩

の
参
勤
交
代
の
様
子
を

彷
彿
さ
せ
、
顔
を
着
色

し
、
先
頭
に
音
頭
取
り
が

立
ち
道
化
的
な
役
割
を

す
る
こ
と
、
県
外
で
は

あ
ま
り
な
い
薙
刀
の
存

在
な
ど
、
金
沢
の
奴
は

独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
い

ま
す
。 奴

行
列

金
沢
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

12
M

AP

金
沢
市
内

平
成
25
年
１
月
11
日

所
在
地

指
定

素
唄
と
素
朴
な
衣
装
で
野
性
味
の
あ
る
踊
り

湯
涌
念
仏
踊
り
は
、
か
つ
て
湯
涌
校
下
地
区
の
お
盆
、
秋
祭
り
や
家
々
の
祝

儀
の
宴
席
な
ど
で
踊
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
富
山
県
福
光
方
面
と
の
交
流
の

中
、
盆
踊
り
唄
で
あ
る
「
福
光
ち
ょ
ん
が
れ
」
が
明
治
の
初
め
頃
に
伝
わ
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
踊
り
手
の
衣
装
は
素
朴
な
着
物
で
、
菅
笠
な
ど
の
被
り

物
で
顔
は
隠
す
こ
と
は
し
ま

せ
ん
。
男
踊
り
、
あ
ね
ま
踊

り
、
た
あ
た
踊
り
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
衣
装
が
違
い
ま

す
。
素
唄
で
地
味
な
衣

装
を
着
て
泥
臭
く
野
性

味
の
あ
る
踊
り
で
、
笛
や

太
鼓
な
ど
の
囃
子
も
入

ら
な
い
、
古
い
形
態
が

伝
承
さ
れ
て
い
る
点

が
評
価
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
市
内
に
お
い
て
「
さ
か

た
お
ど
り
」
と
と
も
に

「
目
連
尊
者
」
を
歌
う

数
少
な
い
民
謡
で
す
。

湯
涌
念
仏
踊
り

金
沢
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

13
M

AP

金
沢
市
内
（
湯
涌
地
区
）

平
成
27
年
９
月
11
日

所
在
地

指
定

つ
き
手
と
手
返
し
の
絶
妙
な
踊
り

金
沢
市
小
立
野
地
区
旧
上
野
町
に
伝
承
さ
れ
て

い
る
餅
つ
き
踊
り
は
、
も
と
も
と
大
人
の
行

事
で
し
た
が
、
伝
承
を
は
か
る
た
め
、

子
ど
も
た
ち
も
参
加
す
る
行

事
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ

の
行
事
は
、
藩
政
の
頃
行
わ

れ
て
い
た
12
月
行
事
の
1
つ
と

し
て
有
名
で
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま

す
。
各

家
に

よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
往
事

は
城
内
や
兼
六
園
、
大
家
な

ど
に
呼
ば
れ
て
、つ
き
踊
っ
た

と
い
い
ま
す
。
現
在
こ
の
餅
つ

き
は
、
氏
神
の
祭
礼
の
際
、
氏

子
の
各
家
々
を
巡
回
し
て
つ

き
廻
る
祭
礼
の
行
事
と
な
っ
て
お

り
、
県
内
で
は
珍
し
い
芸
能
で
す
。
祭
の
当
日
は
、
上
野
八
幡
神
社
の
前
で

餅
つ
き
踊
り
を
披
露
し
た
あ
と
、
町
内
を
巡
回
し
ま
す
。

上
野
町
餅
つ
き
踊
り

金
沢
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

9
M

AP

金
沢
市
小
立
野

平
成
9
年
1
月
31
日

所
在
地

指
定

2
代
藩
主
・
利
長
の
時
代
か
ら
四
〇
〇
年
、
連
綿
と
続
く
神
事
能

大
野
湊
神
社
に
は
、
2
代
・
前
田
利
長
の
関
ヶ
原
の
戦
で
の
奉
祝
に
は
じ

ま
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
連
綿
と
神
事
能
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
寺
中

能
は
、
代
々
藩
主
の
敬
神
と
能
楽
奨
励
の
配
慮
に
よ
る
も
の
で
し
た
が
、
明

治
の
廃
藩
以
後
は
氏
子
の
奉
賛
と
金
沢

能
楽
会
の
演
能
に
よ
り
毎
年
奉
納
さ

れ
て
い
ま
す
。
寺
中
能
の
舞
台
は
利

長
の
寄
進
に
よ
り
創
建
さ
れ
、
現

在
の
能
舞
台
は
明
治

40
年

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

見
所
に
桟
敷
や
外
囲

い
を
設
け
ず
村
人
が

随
意
に
観
賞
で
き
た

こ
と
が
特
徴
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
寺
中
能
は
加
賀

に
お
け
る
最
も
古
い
伝
統
と

地
域
的
特
色
の
濃
い
神
事
能

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
野
湊
神
社
の
寺
中
神
事
能

金
沢
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

8
M

AP

金
沢
市
寺
中
町
ハ
1
6
3

昭
和
60
年
5
月
1
日

所
在
地

指
定

金
石
地
区
の
民
俗
伝
承
文
化
が
集
結

金
沢
市
寺
中
町
に
鎮
座
す
る
大

野
湊
神
社
の
夏
季
大
祭
は
、
通

称
「
金
石
の
夏
祭
り
」
と
し
て
市

民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
文
献
に
よ

り
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
初
期
か
ら

既
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
祭
礼
は
、
天
照
大
神
と
猿
田

彦
大
神
の
旧
社
地
へ
の
里
帰
り
が
主

体
と
な
り
ま
す
。
初
日
に
仮
殿
に
到
着
し

た
2
柱
は
最
終
日
に
大
野
湊
神
社
へ
帰
座

し
ま
す
。
神
輿
の
行
列
に
は
地
元

町
会
の
曳
山
17
基
と
太
鼓
台
22
台

が
供
奉
す
る
他
、
悪
魔
払
、
子
供
奴
、

獅
子
舞
、
米
上
げ
、
梯
子
登
り
等
の

民
俗
芸
能
が
参
加
し
、
演
舞
を
奉

納
し
ま
す
。こ
れ
ら
は
金
石
地
区
の
民
俗
伝

承
文
化
の
集
合
体
と
も
言
え
、
実
に
壮
大
な
見

応
え
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
野
湊
神
社
の
夏
季
大
祭

金
沢
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

11
M

AP

金
沢
市
内
（
金
石
地
区
）

平
成
23
年
９
月
１
日

所
在
地

指
定

滑
稽
さ
と
加
賀
宝
生
流
の
能
の
品
格

加
賀
万
歳
は
、
藩
祖
前
田
利
家
が
越
前
の
府
中
（
現
在
の
越
前
市
）
を
治
め

て
い
た
頃
、
領
民
が
年
頭
に
祝
賀
の
た
め
舞
っ
て
い
た
の
が
、
利
家
の
金
沢
入
城

後
、
金
沢
城
下
に
も
入
り
、
そ
の
後
、
金
屋
町
の
大
石
藤
五
郎
が
、
伝
承
発
展

さ
せ
て
加
賀
万
歳
と
し
て
定
着
し
た
も
の
で
す
。

万
歳
の
形
式
は
、
太
夫
・
主

人
・
才
歳
が
掛
け
合
い
で
祝

言
も
の
を
唄
い
舞
う
も
の
で

す
が
、
舞
う
前
に
前
咄
が
あ
っ
て

興
を
そ
え
ま
す
。
加
賀
万
歳
は
能

楽
の
影
響
を
受
け
て

い
て
、
舞
い
や
語
り
が

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
中
に

も
品
格
が
あ
り
ま
す
。
歌

詞
は
60
余
番
あ
る
う
ち
、
番

物
、
拍
子
物
、
流
し
に
わ
か

れ
、
舞
い
方
に
は
式
舞
、
曲

舞
、
所
作
舞
が
あ
り
ま
す
。

加
賀
万
歳

金
沢
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

7
M

AP

金
沢
市
本
多
町

昭
和
50
年
１
月
29
日

所
在
地

指
定

蓮
如
上
人
が
巡
錫
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た

南
無
と
せ
節
は
、
蓮
如
上
人
が
当
地
へ
巡
錫
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
始

ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、「
盆
」の
習
俗
や
風
習
、
蓮
如
に
ま
つ
わ
る
伝
承
な
ど
に

よ
り
、
広
く
民
俗
学
者
の
注
目
を
集
め
て
き
ま
し
た
が
、
住
民
の
あ
い
だ
で
民

俗
・
信
仰
的
な
価
値
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
保
存
会
が
発
足

し
た
こ
ろ
か
ら
で
す
。
現
在
、
市
内
各

所
で
盆
踊
り
大
会
が
催
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
生
の
伴
奏
と
唄
に
こ

だ
わ
り
続
け
て
い
る
町
は
数
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
戸
水
町
で
は
、

保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
が
櫓
の

上
に
あ
が
り
、
三
味
線
・
胡

弓
・
太
鼓
を
伴
奏
に
音
頭
と
り

た
ち
に
よ
る
唄
を
披
露
し
て

い
ま
す
。
盆
踊
り
を
町
の
貴

重
な
文
化
遺
産
と
考
え
、
形

骸
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う

強
い
意
気
込
み
と
努
力
の

跡
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

※

地
元
で
の
呼
称
は
「
な

ん
と
せ
ぶ
し
」

南
無
と
せ
節

金
沢
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

10
M

AP

金
沢
市
戸
水
町

平
成
19
年
12
月
3
日

所
在
地

指
定

ジ
ョ
ン
カ
ラ
節
は
、
東
長
江
町
に
伝

承
さ
れ
、か
つ
て
は
旧
盆
の
８

月
14
日
、
15
日
の
晩
に
菅

原
神
社
の
境
内
で
行

わ
れ
、
現
在
は
夏
祭

り
な
ど
で
継
承
さ

れ
て
い
ま
す
。
名
前

の
由
来
は
、
念
仏
に

よ
っ
て
、
常
時
、
平
穏

安
泰
を
得
る
と
い
う

「
常
和
楽
」
か
ら
来
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
踊

り
手
は
、
紫
か
ピ
ン
ク
の
無
地
の
着
物
に
編
笠
を
か
ぶ
り
、
細
か
い
縦
縞
の
ソ

ウ
メ
ン
帯
を
締
め
紅
白
の
襷
が
け
と
い
う
衣
装
で
踊
り
、
音
頭
取
り
が
輪
踊

り
の
中
心
と
な
っ
て
「
チ
ョ
イ
ノ
ニ
ン
マ
イ
ダ
」
と
声
を
か
け
る
と
、
他
の
踊
り

手
全
員
が「
チ
ョ
イ
ノ
モ
ヒ
ト
ツ
」と
応
え
、ほ
か
に
も
「
チ
ョ
イ
ノ
ツ
イ
テ
コ
サ
」

「
エ
ー
ツ
イ
テ
コ
ツ
イ
テ
コ
」や
、「
チ
ョ
イ
ノ
ハ
ン
ガ
チ
」「
チ
ョ
イ
ノ
オ
キ
ウ
ド
」

と
囃
し
な
が
ら
一
体
と
な
っ
て
演
ず
る
と
こ
ろ
に
古
風
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

先
祖
供
養
と
結
び
つ
い
た
盆
踊
り
の
中
心
と
し
て
伝
承

ジ
ョ
ン
カ
ラ
節

金
沢
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

3
M

AP

金
沢
市
東
長
江
町

昭
和
34
年
11
月
3
日

所
在
地

指
定

金
沢
市
二
俣
町

平
成
7
年
10
月
3
日

所
在
地

指
定

山
王
悪
魔
払
は
、
大
野
日
吉
神
社
の
夏
祭
り
に
神
興
の
渡
御
に
し
た
が
っ
て

演
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
、
6
0
0
軒
あ
ま
り
の
町
内
を
廻
っ
て
邪
気
払
を
し
ま

す
。
先
達
は
、
綱
代
傘
に
柿
色
の
法
衣
を
ま
と
い
袈
裟
掛
け
を
し
て
、
首
に

数
珠
、
１
枚
歯
の
高
下
駄
を
は
き
、
左
手
に
錫
杖
を
突
い
て
勇
ま
し
く
進
み

ま
す
。
踊
手
の
３
人
は
、
天
狗
の
面
、
鬼
人
の
面
、
翁
の
面
を
つ
け
て
、
ま
さ
か

り
を
振
り
お
ろ
し
て
四
方
を
切
り
、
破
魔
矢
を
つ
が
え
て
四
方
を
射
、
太
刀

で
四
方
を
切
る
所
作
を
し

て
悪
魔
を
払
い
ま
す
。
山

王
悪
魔
払
に
用
い
る
５
色

の
旗
は
、
紺
色
が
大
日
大

聖
不
動
明
王
、
赤
色
は
降
三

世
明
王
、
黒
色
は
軍
茶
利

夜
叉
明
王
、
白
色
は
大
威

徳
明
王
、
緑
色
は
金
剛
夜
叉

明
王
を
象
徴
し
て
、
除

厄
の
願
い
が
芸
能
化

さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

大
野
日
吉
神
社
の
夏
祭
り
に
登
場

山
王
悪
魔
払

金
沢
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

4
M

AP

金
沢
市
大
野
町

昭
和
36
年
11
月
3
日

所
在
地

指
定

加
賀
鳶
は
、
５
代
・
前
田
綱

紀
に
よ
り
、
江
戸
の
前
田
家
上
屋
敷
の

消
防
組
織
を
強
化
し
た
自
衛
消
防
隊
が
起

源
と
言
わ
れ
、
現
在
、
金
沢
市
第
一
消
防
団
、
第
二
消
防
団
及
び
第
三
消
防

団
に
よ
り
結
成
し
た
「
加
賀
と
び
は
し
ご
登
り
保
存
会
」
が
、
威
勢
と
気
魄

を
信
条
と
し
た
大
名
火
消
の
伝
統
的
な
技
を
伝
え
て
い
ま
す
。
演
技
は
加
賀

鳶
木
遣
く
ず
し
の
歌
に
乗
せ
て
、
演
技
者
は
梯
子
の
頂
上
か
ら
火
事
の
状
況

や
風
向
き
を
確
認
す
る
「
火
の
見
」
な
ど
27
種
の
技
を
行
い
ま
す
。
加
賀
鳶
梯

子
登
り
は
、
正
月
の
出
初
式
や
金
沢
百
万
石
ま
つ
り
な
ど
で
披
露
さ
れ
、
市

民
に
最
も
親
し
ま
れ
て

い
る
民
俗
芸

能
の
ひ
と
つ

で
す
。

威
勢
と
気
魄
を
受
け
継
ぐ
伝
統
的
な
技

加
賀
鳶
梯
子
登
り

石
川
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

2
M

AP

金
沢
市
内

平
成
21
年
12
月
1
日

所
在
地

指
定

無
形
民
俗

文　

化　

財

金 沢 市

M A P
KANAZAWA

INTANGIBLE FOLK

CULTURAL PROPATIES MAP

表 金沢市無形民俗文化財マップ　デザイン



の
と

里
山

海
道

西
金

沢
駅

野町駅

内灘駅

野々市駅

松任駅

金沢西IC

外側環状線
（山側）

外側環状線
（海側）

東
金

沢
駅

森
本

駅

金沢駅

北
陸

新
幹

線

金沢港

JR北陸本線

天徳院

湯涌温泉街

本泉寺

金沢城公園

大野日吉神社

大野湊神社

兼六園

159

8

359

340

金沢東IC

森本IC

犀
川

浅
野

川

❶ 二俣いやさか踊り

10 南無とせ節

小
立
野

東
長
江

湯
涌

津
幡
町

野
々
市
市

白
山
市

二
俣

大
野

八
田

金
石

戸
水

寺
中

❾ 上野町餅つき踊り

❹ 山王悪魔払

❻ さかたおどり

❽ 大野湊神社の寺中神事能

11 大野湊神社の夏季大祭

13 湯涌念仏踊り

❸ ジョンカラ節

紙すきの里
いやさかを念じて

踊ります

高校生が
祭りを盛り立てて

います

400年以上続く
能を楽しんで

ください

氏神様の里帰り
を喜び、町中が

賑わいます

北陸自動車道

百万石祭り

金沢市内 M A P

❼ 加賀万歳❺ 加賀獅子 ❷ 加賀鳶梯子登り 12 奴行列

市内各所で受け継がれている

無形民俗文化財
加賀鳶の伝統と
心意気を技で
伝えています

夏から秋にかけて、
市内各所で
行われます

8月15日

二俣いやさか踊り
時期

本泉寺（二俣町子８）場所

1

１月…消防出初式

加賀鳶梯子登り
時期

金沢城公園 新丸広場時期

2

6月

加賀鳶梯子登り
時期

金沢百万石まつり時期

2

８月中旬…東長江町会夏祭り

ジョンカラ節
時期

町会広場場所

3

10月下旬　夕日寺校下文化祭

ジョンカラ節
時期

夕日寺小学校場所

3

7月…伝承夏祭り / 8月…盆踊り / 9月…こっさ祭り

湯涌念仏踊り
時期

湯涌公民館前広場（伝承夏祭り/盆踊り）

湯涌みどりの里（こっさ祭り）

場所

13

7月第4 土・日曜

山王悪魔払
時期

大野日吉神社夏季例大祭（大野町全域）場所

4

６月

加賀獅子
時期

金沢百万石まつり ほか場所

5

6月

さかたおどり
時期

いしかわ特別支援学校（南森本町リ１-１）場所

6

1月２日

加賀万歳
時期

前田土佐守家資料館（片町２丁目10-17）場所

7

５月15日

大野湊神社の寺中神事能
時期

大野湊神社（寺中町ハ163）場所

8

5月…湯涌校下運動会

湯涌念仏踊り
時期

湯涌小学校・芝原中学校場所

13

9月

上野町餅つき踊り
時期

上野八幡神社（小立野２丁目４－１）場所

9

9～10月頃…ふる郷の伝承踊り
11月…医王山麓の伝承踊り

湯涌念仏踊り
時期

石川県女性センター（ふる郷の伝承踊り）

金沢湯涌江戸村（医王山麓の伝承踊り）

場所

13

8月15日

南無とせ節
時期

本泉寺（二俣町子８）場所

10

８月第1日曜を最終日とする金・土・日曜

大野湊神社の夏季大祭
時期

大野湊神社（寺中町ハ163）から金石町全域場所

11

６月 ほか

奴行列
時期

金沢百万石まつり ほか場所

12

1
月

月
3

4
月

月
6

7
月

月
9

10
月

月
12

無形民俗文化財の時期と場所

裏 金沢市無形民俗文化財マップ　デザイン


